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(2) モルタルによる 2 層供試体およびコンクリートによる 2 層供試体を， 2 層間の表面処理方法を変えて多数製作
し，本トルク試験法による付着せん断強度と表面処理方法およびプライマーとの関係について有用なデータを
収集している o これらの結果は，実構造物での補修時や打継ぎ時の，旧コンクリート表面処理の方法について
有効な示唆となっている o
(3) プレキャスト部材間の接合に使用される材料，すなわち，モルタル，エポキシ樹脂およびポリマーコンクリー
トとプレキャス卜部材との付着せん断強度に関する情報を得るため，これらを用いた 2 層供試体での実験を行
い，有用な結果を得ている。プルアウト試験による引張強度試験も行い，それとの相関も示し，プルアウト試
験の有効性についても論じている。さらに， これらの材料の強度発現と時間の関係を明らかにし，補修後の構
造物供用再開時期の判定に有効な資料としている。
(4) 橋梁部材のように繰返し荷重を受ける場合を想定し，新旧コンクリートの打継目に繰返しせん断力が作用した
場合の付着せん断強度の低下に関する疲労試験を行い，基礎的資料を示し，補修設計および補修用材料選択に
貴重な情報を与えている。
以上のように，本論文には， コンクリート聞の付着せん断強度に関する試験方法を提案するとともに有効なデータ
を収集したもので， コンクリート構造物での強度確保の方法や，橋梁等の補修方法に大きく貢献するものであり， コ
ンクリート工学，橋梁工学の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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